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。
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谷
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あ
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あ
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、
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あ
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が
、
情
事
」

じ
て
今
そ
れ
が

と
な
す
も
の
で
あ
る
。
ハ
全
氏
絞
史
問
答
引
Hv
方
切
と
は
、
方
問
問

出
方
は
向
、
北
方

上
は
玄
、

{ま

LF
，、〉

O

叫
け
り

J

A
ヲ

F

N

υ

7

L

や
以
て
飾
り
と
す
る
。
…
山
も
天
子
が

に
ふ
ハ
合
の
気
を
備
ふ
る
か
ら
百
三
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
第
つ
む
の
上
下
関
安
中
間
の

主
く
、

キ
ヲ

f
p長
し

C
J
月
ぷ

J
1
h
T
O
u
r
t
n
正
日
沖
1
lご
斗
/
u
u
f

氾
る
、
)

J
品
、

J
d
u
q

，
/
1
・h
'
i
t

る
も
の
在
記
ろ
?
)
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

そ
れ
も
亦
疑
問
で
あ
る
。
金
拐
に
亦
此
の
訟
が
あ
る
と
い
ふ
が
(
筒
氏
向
議
集
弘
法
統
引
〉
、
持

の
非
な
る
こ
と
に
問
附
し
て
は
前
向
殺
で
あ
る
c

(
二
一
〉
沈
形
一
説

-ι診
ま
、

E
A予
定
『
今
、
ヘ
七
。
ド
二
、
勺
く

-
t

h
f
f
t
ゾノ一利
p
，
芳
生

V
3
1
4
d
y
y

喝
、
典
、

a

，，
4
l

・2
4
2

・

ぺ

/

恥

で
あ
る
。
〈
会
民
経
史
問
答
引
V

。
出
じ
て
挑
第
亦

1〆
ず

F

、，.、
.

J

a

F

!

、
、
，
『

1
2
3

、ースー、

び
場
ufι

…
r
r
b
L
A
C
引

ん
七
以
て
六

あ
っ
て
、

」
元
二
ぷ
ヘ
ベ
附
わ

{
i
/
E
l
(
 

こ
ろ
あ
る

k

rふ
わ
i

円、
P

吟

A
h

初
対
B
U
V

('、

ノ
ム
ル
止
が
久
-
ふ
弘

、k
'

不
ν
J
i
作
拍
叩
J

一民

杭
世
政
に
ふ
ハ
ん
前
川
一
め
が
あ
る
，
)
L
'
丘
、

乙Y)

と
あ
る
に
本
づ
い
て
、
三
ハ
宗

L
し

1
j
f
r
f
r
}
E
合
、
、
〉

止
。

J

ノ
J
H
斤，

T
L
L
h
k
j
o

。)

、
、
日
》
、
，

J

晴、、阜、ノ〉。、

J

れ
す
，
t
~
C
てし
J
M
M
Z
b

¥
♂
1
J
L

宅、I
J
b
z
f
L
4
7
P
A
L
二
F
u
j
i
ノ
、
会

V
1
4
t

局、

f
M
M

山
口
弘
子
日
立
一
い
け
U
Mづ
L

こ
ー
が
J

J

/

も
な
く
、
加
も
又

ジ)

0) 

於
て
松
村
刊
す
る
と

じ
い
比
え
る
と

，、

}

i

2

Y
一
し
之
ら
ぐ

ldcs-ケ
ま
た
戸
A
r
c
-ル
エ
ヨ

b
C
E
V
工

1
1
v
I
1
ノJ
t
t
j
ン
チ
i
J
4
4
J
1
l
zノ

v
F
hけ
J
J

./'-. 
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、，-
F

‘、々、

-hv一
J
A

の
総
史
問
符
中
に
引
く
と
こ
ろ
に

る?と、

殺
は
小
ヘ
域
内
仏
仙
の
一
紳
令
以
て
ふ
ハ
ん

A

一
?
と
し
た
も
の
九
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
伏
生
・

、，、，、，、.，

も
れ
泊
る
べ
く
、
一
山
も
コ
斜
¥
干
上
告
に
と
「
砂
川
二
子
山
川
一
し
と
か

R

ご
つ
も
や
に
し
た

思
融
〈
一
〉
や
、
仙
川
助
会
一
札
絞
っ
…
〉
の
訟
の

も
の
で
あ
っ
て
、

府
賛
成
し
難
い
必
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

(
一
四
〉

久
か
山
村
川
叫
が

K
h
M今
、

w

h

h

ベ

EsmsL
よ

f
m

上、
3
窓
会
-
い
た
司
令
T
)
'
ド
ニ
与
、
亡
、

1・ノパ
U
A
tネ
小
口

J
H
ド
λ
/
)

レ
l
}
t
4
h
M
早

多
く
の
人
の
六
京
誌
な
外
感
し
、

イ
£
'
以
j

こ
Z
1
1
¥
j
〉

r'C9

1
五
/
f
l
f
Lノ
0
3
μ
メ

て
ゐ
る
が
、

。)

(}) 

本

づ
く
?
と
ニ
ろ
は
、

か
し
草
川
行

-
A
t
Jド
う
わ
及
-
一
子
ニ
ゴ
山

J
f
hド
H
H
/
J
f
c
h
u
v
i
y
lノ

る
1(1 
11支
し〉

わ
る
や
う
で
あ
る
。
印
ち
約
改
が
ぜ
伎
に
針
へ
て
、

-
《
令

.
1
J
V
-
1
-

・1J
@

;

i

j

 

i

-

宅
、
ヲ
ミ
手
1
r
e
f
O
L
'
H
j
j
c
J
3
2

、

f
μ
ο
1ノ手

y
i
J
/

ギ
L
三
一
似
て

v

F

J

J

み

L
し
1
/

川
、
、
一
刀
p

ポ

仏札

roJノ
似
市

L
L

る
も
の
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
ん
問
中
り
け
く
、

ぬJ

日引やす川一け、い山川弘
hn
日，ー

よ
t
A
H勺ト
M
I
d
-
H
M打
山
叩
ふ
爪
u
l
a
J

F
r
y
-
υ
'
E
T
1
j
¥
i
t
i
i
f
-

，Ff
・-、士、。

二
ム
ニ
主
主
相
今
ヰ
メ
え
一

-
子
仁
ム
〈
ミ
ノ
一

i
ド
ぃ
8
1
0

リ
し
点
括
支
/
一
立
、
レ
ザ
ー
ヂ

J
/
F
O

同
牛
1
1
y
三
乏
ド
ト
ト
弓
レ
辛
口
ハ
r
4
d
z
h
f
/
Jノ

ι
y
u
よ
l
/
ナ
レ
何
レ
泣

?
'
s
J
f
U
L
-
-
r

、

i

i

-
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…hμ
，
訓
』
ハ
一
ニ

i
z
k一

見
二
昨
…
パ
鏡
下
ム
ハ
。
然
別
一
大
宗
之
ム
ハ
者
何
岱
c

7
1

、p
t
vト
グ
ケ
乙
〉
君
主
。

[
ぬ
じ
J

J

市
↑
ご
J
A
J
ノ
市
寸
寸
L

ミ
j

明
リ
J
臼

3
、

J

ノ
似
め
i

」一一

日
夜
、
泊
二
太
成
一
官
。

4
4
寺
、
協
は
月
九
上
。

'
j
作仏
H

3

t

H

二
日
V
ヤ
仕

μ

一
4
3
3
1
0
 
P
斗

3
1寸
J

O

J

i

i

t

i

j

r

l

 

'
l
f
a

、，l
ペー
J

A

i

t

、.
F
g
a
'
J
J
D

E
一
間
一
三
J
ノ
計
せ

4

1
3
r
r

、、
H
H
J
A
4
戸

F

、1
3
0

r長
円
以
t

一i
一一イツゼ

川
正
六
者
ぃ
山
川
天
一
例
也
。

、一
1
一

7
3
、
E
、

f

J

4

1

h

:ー

ヌ
…
利
之
底
知
レ
ィ
う
レ
刊
誌

M

手什

M
E

二どぐ

(
経
史
問
答
、

宋
純
問
〉

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
亦
沈
が
や
挑
郊
の
誌
と
同
じ
ゃ
う
に
、
供
ー

の
一
致
か
ら
氾
ひ
付
い
た
一
み
で
あ
り
、
許
宗
彦
か
ら
寸
法
以
ニ
六
物
ム
ハ

宗
教
泊
料
符
ぺ
…
山
北
出
合
レ
之
、
別
亦
治
一
一
之
部
法
孔
光
乾
坤
六
一
ナ
之
抗
日
也
い
〈
鈴
止

と
許
せ
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

E望

期
く
し
て

、
孔
・
郊
雨
一
抗
争
加
へ
て
十
六
家
以
上

へ
る
こ
と
に
な
ろ
が
、

ど
れ
一
ハ
ノ
'
と
し
て
未
だ
動
か
し
難
い
捻
抜
や
備

た
も
の
は
な
い
。
比
絞
的
賛
成
者
が
与
く
、
汁
一
パ
の
訟
の

る

ら
れ
る
孔
@

さ
へ
も
、

)
全
自
立
封

C
A
H
2
J
'
Y
Z
1
4
 

心
あ
る
。
部
ら

じ〉

じ)

あ
る
と
は
武
ふ
も
の
与
、

る
に
祭
法
中
に
列
べ
ら
れ
た
数
多
く
の
祭

9 

…
胞
の
う
も
、
祭
夫
祭
地
?
と
祭
山
方
と
の
間
に
あ
る
、

は
な
い
。
稿
朝
売
が
大
い
に
論
援
事
と
す
る
隣
ん
…
M

・

2
9
九二、、
1
/

上一

1
.
G

「
/

F

司

A

ん
L
ア

}

-

一

J

V

マ、川ぷコートし

な
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
以
外
大
し
た
校
按

つ
い
て
も
、
鄭
主
は
恐
ら
く
納
祭
e

砂
浜
訟
の
誤
に
ら
う
T
C
公
っ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
c



然
る
に
孔
子
家
一
誌
に
(
孔
議
子
亦
問
)
ネ
我
が
ム
ハ
ム
ボ
や
問
う
た
時
、

rr
君
子
、
J

二
七
〉
け
吐
き
と
廷
J
A
G
-

子
子
治
名
A
y
-
-
-立
O
Uト

5
4
3
F
出
羽
汀
・
月
・

、
葬
式
ハ
γ

、

フ
生
約
」
M
刻
寸

J

-
次
同
日
?
を
以
て
せ

ら
れ
た
と
い
ふ
の
で
、
此
の
設
を
一
信
ず
る
者
は
相
訟
に
多
く
、

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
併
し
孔
子
家
認
が
王
粛
の
協
舎
で
あ
る
と
い
そ
)
と
は
就
に

或
は
主
治
あ
た
り
の
俄
停
で
は
あ
る
ま
い
か
と
云
ふ
や
う
な
疑
問
さ
へ
生
じ
て
来
て
、
従
っ
て
此
の
孔
俸
の

祇
が
加
る
ぐ
ら
つ
い
て
来
る
の
で
あ
る
。
〈
一
郎
し
て
此
の
事
は
又
、

や
、
薬
沈
や
、
方
税
汝
や
、
筒
，
朝
完
や
、
皆
そ
れ

此
の
命
世
…
悶
孔
交
関
停
の

あ
り
、

る
も
の
も
、

〉也，、ノ〉ー、、

之

t
L
U
M判

-

岬

噂

¥
J
J
2
・ぃ、

z、
。
お
お

玉
潟
と
録
文
と
の
射
立
関
係
に
ま
で
、
問
題
が
後
援
し
て
来
る
可
能
性
が

あ
る
。
〉

加
之
、
此
の
舜
典
の
「
額
二
十
j

上
信
長
間
二
子
六
宏
一
望
一
子
山
川
辺
側
二
子
群
紳
ご
と
い
ふ
こ
と
が
、
果
し
て
舜
の
擁
位
台
祭
の
純
で
あ
り
と

す
れ
ば
、
史
戸
惑
や
波
川
パ
サ
の
如
き
も
の
ま
で
身
、
特
に
取
り
出
し
て
六
宗
の
中
に
加
へ
、
強
々
之
に
小
川
祭
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
さ
へ
、

疑
へ
ば
疑
は
れ
る
に
於
て
や
や
で
あ
る
。
立
ハ
の
黙
に
側
聞
し
て
は
、
王
山
政
も
'
既
に
之
会
論
じ
て
コ
ー
夫
舜
類
二
子
上
帝
吋

編
二
本
J

群
一
紳
刊
乃
是
磁
紘
告
祭
之
税
。
安
符
二
銭
fW
之
踏
み
成
。

-
-
e

・
告
二
繍
位
子
一
文
地
山
川
群
一
料
一
見
ム
欠
。
何
必
芦
一
子
同
時
終
選
水
平
み
出

一
引
〉
と
一
式
っ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。
市
し
て
五
十
肢
は
一
史
に
論
そ
迩
め
て
、
ム
ハ
宗
や
以
て
地
紙
、
に
と
な
し
、

ノ、、

~'l 

LiJ 
} 11 

〈
一
一
川
…
川
枠
制
程
二

数
叫
ん
一
川
、
得
也
。
五
序
二
作
一
パ
次
引
地
紙
正
常
レ
在
二
上
官
之
後
、
山
川
群
一
紳
之
上
ご
と
論
究
し
て
ゐ
る
が
、
か
う
な
ろ
と
狛
こ
れ
第
ハ
五
〉
〕

・
劉
昭
一
訟
に
建
五
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
結
局
六
は
地
数
に
と
い
ふ
こ
と
ふ
、
六
宗
が
上
帝
と
山
川
税
制
と
の
間
に
あ
る
と
い
ふ
こ

と
以
外
に
は
、
加
に
儲
た
る
典
擦
も
な
い
や
う
で
あ
る
。

兎
も
あ
れ
、
斯
く
し
て
孔
安
開
設
も
、
未
だ
濯
か
に
之
や
採
用
し
難
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
然
ら
ば
今

つ
の
主
流
ゃ
な
す

E
噌

)

ろ
の
鄭
玄
訟
は
来
し
て
ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

郷
玄
訟
の
絞
械
が
帰
路
の
大
宗
伯
に
あ
る
こ
と
は
、
前
一
伐
に
論
究
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
郊
玄
は
周
総
の
礎
的
対
が
ズ
の
祭
叫
に
民
ら
れ
て

印
刷
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
舜
此
ハ
の
つ
諮
問
一
十
六
宗
乙
と
い
ふ
こ
と
も
、
従
っ
て
天
祭

ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
糟
」
が

来
し
て
郷
玄
の

ふ
如
く
コ
慨
し
ゃ
妨
げ
る
ふ
訟
で
あ
る
か
、
或
は
孔
小
か
〈
凶
州
問
の

、
}
〈
づ
吉
号
、
ー
へ
J
1
7
)
妥
む
わ
手
、
、

A
先
く
-
事
え
よ

J

J

与
し

U
連
v
J
d

『

そ
れ
も
い
悦
に
悶

一一一~ 10 一一一



越
で
あ
り
、

凡
父
舜
…
の
時
の
コ
械
い
が
、

殺
す
る
か
ど
う
か
も
、

賂
従
一
ふ
ぺ
ぎ
事
例
で
は
あ
ゐ
が
、
併

果
し
て
凶
作
の

と

勿
三/入

し
仰
れ
に
せ
よ
、
前
後
の
文
例
か
ら
考
へ
て
、

そ
こ
で
郊
玄
も
同
時
大
公
約

凡
そ
一
次
に
局
す
る
祭
犯
で
あ
ら
う
こ
と
は
い
怨
ノ
倣
に
難
く
な
い
。

の
紘
一
次
に
之
h
q
結
び
付
け
、

け
だ
天
上
官
L
L
H
汀
と
ん
ι

除
い
た
怖
の
六
者
、
加
ち
u
k
e
v
似
・
一
一
川
中
@
可
命
・
鶴
川
・
一
山
一
川
ん
代
以
て
六
宗
と
見
倣

し
穴
こ
と
は
、
収
に
第
二
羽
に
於
て
詳
述
し
た
泌
わ
で
あ
る
。
市
し
て
校
一
搬
や
、
資
公
法
や
、
孔
山
税
務
や
、

，A
、

ザ

け
J
7
a
v
h
M
M
i
t
γ
ぃ

1
ノ

七

や

オ
J

で
よ
i
A
O

説
か
え
以
て
円
八
ん
な
り
と
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
得
玄
の

可
中
・
一
一
叫
ん
W

は
文
H
M

ふ
と

p

」
ろ
に
桜
山
が
ば

は

あ
り
、
「
反
」
は
日
月
八
川
け
す
る
併
の
ト

で
あ
り
、

宮
中
の
第
五
第
四
の

勿
論
決
議
無
き
や
ね
な
い
の

あ

強
会
中
立
在
、
1
校、、

叩
市
沿
い

J
t
4
1
J
1
1

刑
判
は
県
民
で
あ
ろ
と
い
ふ
。
こ
れ
等
の
説
明
に
就
て
も
、

で
あ
る
が
、
共
の
問
題
は
姑
く
之
ぞ
別
の
機
合
に

一
児
寄
せ
集
め
的
雑
然
た
ろ
積
知
、
の
も
の
が
、

来
し
て
舜

る
と
し
、
情
此
の
や
う
に
、

の
時
代
に
六
宗
、
と
し
て
考
へ
ら
わ
七
か
ど
う
か
、
共
応
に
就
に
根
本
的
な
疑
問
さ
へ
生
じ
て
来
る
の
で
あ
ろ
。

…
鰐
此
の
や
う
な
考
へ
方
は
、

上
下
…
千
年
も
断
つ
わ
い
舜
時
Lft
何
時
と
身
、
何
一
の
も
の
と
し
て
考
へ
ろ
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
来
る
謬
恕
で
あ
っ
て
、
孔
守
〈
闘
停
の
訟
と
同

様
、
花
山
仰
に
ふ
介
入
が

勿
論
「
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